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論　　文　　の　　要　　旨
　重イオンの照射による核分裂反応において，核分裂片の角分布を測定することによって，得られ
る基本的物理量を明らかにするのが著者の本研究の目的である。
　反応系としてはユ60＋18王Ta，ユ920s，ユ97Au（EL：75－150MeV），および12C＋亙96Pt（臥：
60－75MeV）で，実験は筑波大学加速器センターおよび日本原子力研究所のタンデム加速器を用いて
行った。核分裂片は電離箱一半導体検出器のテレスコープを用いて検出した。著者は特に後方に放
出される核分裂片を中心に，最大175ほで測定を行った。その結果後述の通り“decoφing　a双g1e”
に関する系統性を得た。核分裂片の角分布は90陸中心として，放出角θに対して1／siΩθにほぼ比
例する。しかし180。に近づくと，ある角度θoより1／sinθからずれる。この角度をdeco岬1i㎎
ang1eとよぶ。
　一方180W近と90。附近に放出される核分裂片の断面積の比をanisotropyとよぶ。
　T．Ericsonの蒸発模型によれば，入射および標的原子核が融合して形成される複合核において，そ
のスピンJと放出粒子の軌道角運動量ゼとが完全に整列していれば，放出粒子の角分布は完全に1
／sinθに比例する。Jとゼの整列が不完全になると，角分布はθoを起点としてユ／sinθからずれる。
θoはJと2のなす最大の角度である。著者はこの模型を核分裂に適用した。すなわちdecoupii㎎
ang1eθoの測定から，複合核のスピンの平均値〈J〉と，核分裂片の固有角運動量のベクトル和，
（チャンネルスピン）の平均値〈If〉の比が求まる。（sinθo＝〈If〉／＜J〉二1一〈ゼ〉／〈J〉）。
一方〈J〉は核分裂片の断面積から求めた。このようにして平均チャンネルスピン〈If〉の系統性
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が求められる。
　著者は自己の測定結果および他の著者による広範な入射系での結果を総合して以下の系統性を得
た。
　三）Anisotropyはsinθoの関係として，±ユO％の範囲で1つの普遍的曲線の上にある。
　ii）θcはEcガVB≧20MeV（EcMは重心系での入射エネルギー，VBは核融合障壁）では，ほぼ一
　　定の値，すなわち160㌧17ぴの値をとる。
　　以上のことから，角分布を決めている主要な物理量はJとゼの相関（coup1i㎎）であり，Jとゼ
　　はほぼ同一方向を示す強い相関があることが分る。逆に言えば角分布は核反応機構の詳細を，
　　敏感に反映していない。
　iii）核分裂片の平均チャンネルスピン〈If〉は複合核の励起エネルギー〈Ef＊〉に対して，ほと
　　んどのデータは±ユO％の範囲で一本の直線の上にのる。著者は〈If〉に関する普遍的な実験式
　　を得た。
審　　査　　の　　要　　旨
　著者は広範な質量およびエネルギー領域にわたる重イオン入射系に対して，核分裂片の角分布を
最後方角近くまで測定した。
　その結果，EcM－vB≧20MeVでは角分布が1／sinθからずれる角度θoは16ぴ一17ぴの間でほぼ一
定であることを明らかにした。このことから複合核のスピンJと分裂片の軌道角運効量ゼは，平均
として，ほぼ同一直線上に整列するような強い相関を持っていることが分った。さらに出射チャン
ネルにおける平均チャンネルスピンを求めることができた。
　著者はEricsonの蒸発模型を初めて核分裂に系統的に適用した。角運動量保存則とエネルギーバ
ランスおよび統計模型から重要な物理量を抽出した。その独創性と総合性および得られた情報は高
く評価される。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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